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青パ ト活動写真の部 背 最優秀賞

磐田市  宮村 博明さん
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絣 15年 全 国地 域 安全 運 動

全国重点 県指定重点

10月 11日 (i水)～ 10月 20日 (1金)
子供と女性の犯罪被害防止
特殊詐欺の被害防止

乗り物盗及び車上ねら
しヽの被害防止

翻翻
静岡県内の身近な犯罪、特殊群欺、不審者や

交通事故などの各種情報をマツプで表示 !

防犯ブザー、ちかん対策機能も搭載 !
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(2) 静 防 連 だ よ り

(上半期〉刑法担認畑件数が大幅
~に
増加

◆上半期の3E罪情勢
令和 5年上半期 (1月～ 6月 )の刑法犯の認矢8件数|よ、
7,534件で、前年同期に比べ 871件 (1310/。 )増加しました。
特に自転車盗、車上ねらしヽ、万引きが増加してしヽます。

検挙件数|よ 3,322件で、前年同期に比べ 48件 (140/O)
減少し、検挙率|よ 4410/0で 6.5ポイント減少しました。

●刑法犯の認知件数 (上半期)

凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 矢[能犯 風俗犯 その他 合 計

令租5年 80 929 4,949 393 110 1,073 7,534

令和4年 55 892 4239 351 126 1000 6663
増  減 25 37 710 42 -16 73 871

●重要犯罪の認知件数

14
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※令和 5年上半期の数値は暫定値

◆少年非行の概要
令和 5年上半期 (1～ 6月 )に検挙補導された少年十よ
306人で、前年同期に比べ 61人 (1660/。 )減少しています。
法令別で|よ、刑法犯少年十よ228人で、前年同期に比ベ
46人 (1680/O)減少、特別法犯少年十よ78人で、前年同
期に比べ 15人 (16.1%)減少してしヽます。

●主な罪種別検挙・補導状況

法令・罪種別 令和 5年
上半期

令不[4年
上半期

増 減

総 数 306 367 -61
刑法犯 228 274 -46

13 4 +9
47 65 -18
119 154 -35
49 5H ―⊇

特別法犯 78 93 -15
37 42 -5

6 4 +2
1 H 0
34 46 -12

20
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殺人    強盗   放火

●県指定抑止重点犯罪の認知件数

強常1性交等  ゎ訳磐っ

きつぱり断る No」ゴゴ

犯罪実行者の勧誘   薬物者と用

■

■

令不□5年 令不[4年 増  減
空   き   巣 1耳 5 140 -25
忍   込   み 43 51 -8

自 動 車 盗 36 29 7

オ ー ト パ イ 盗 87 62 25

自 転 車 盗 1,¬ 76 950 226

車 上 ね ら い 393 242 151

部 品 ね ら い 102 107 -5

強 制 わ い せ つ 51 46 5

特 殊 詐 欺 183 204 -21

万   引   き 1,357 1,195 162
合  計 3543 3026 517

ないよ大麻に

I還岡20～ 30万稼げ
る簡単なバイトが
あるけど・・・やる?

取 は天口、   ~  ―H
次は「シャブ」でも売るか

事

お前だけ

少年は使い捨て、

警察に捕まるのは

轍 鍵かけで被害防止対策を!
令和 5年 1～ 6月 までに静岡県内で発生した自転車盗被

害件数は、1,176件、車上ねらいの被害件数は、393件でした。

令和 4年の同時期と比較すると、大幅に増加しています。

また、被害のうち、 7割以上が鍵をかけていない状態

で被害にあっています。

被害に遭わないために以下の対策をとりましょう。

自転車盗 車上ねらい

日施筑なし 日施筑あり ■施錠なし 日施錠あり

a短時間でも車両から離れる時は、必ず施錠する
∩自転車は補助錠などでツーロック

a車から離れる時は荷物を持っていく

7割以上が

―
r

施錠は防犯の基本です。鍵かけを習慣づけましょう !



静 防 連 だ よ り (3)

各地区地域安全活動

安全に暮らせるまちづくりのために
新型コロナ感染症の拡大が始まつた令和 2年、富士警
察署地域安全協議会会長に就任しました。

富士警察署管内の地域安全推進員|よ、呵74名の仲間が安

全に暮らせるまちづくりを目指し、日々の活動を進めて

しヽます。

我々が力を入れている主な活動|よ、次の通りです。

ます、 1つ目|よ子供の見守り活動です。

小学校、中学校の登下校に合わせて街頭に立つての見

守り活動を継続して行つており、また仕事を持つている

メンバーの多しヽ班 |よ、夜間に青色回転灯パトロール車を

活用し、学区内のパトロールをしてしヽます。

次に、2つ目|よ特殊詐欺被害防止対策です。

年金支給日の朝、特殊詐欺被害防止キャンペーンにお

富士警察署地域安全協議会
会 長 藤田 嗣

の際の最寄りの交番管内地域安全推進員による見守り活

動です。

コロナ禍で|よ出来なかつた祭典等も開催されつつあり、

事件事故を防止するためにパ トロールや広報啓発活動を

再開してしヽます。

4つ目|よ、女性34名で構成されてしヽる女‖生部「ふじ工
レガンス」の活動です。

コロナ禍でも工夫をして手作りの「身近な犯罪マッ

プ」を作製し、どの地域でどのような犯罪が多しヽかをグ

ラフ化して、交番・駐在所や各地区のまちづくリセン

ター等に62枚を寄贈してきました。今年度 |よ、コロナ禍
で中止が続いた児童養護施設への慰間活動を再開すべく、

準備にとりかかつてしヽます。

以上のように、で

きる範囲で無理なく

活動することが、長

く続けられるポイン

トだとの思しヽで、取

り組み続けてしヽただ

いており、ありがた

く思います。

しヽて、金融機関の

前で来店の方々に

一声かけながら、

啓発グッズを手渡

し、被害防止を呼

び掛けています。

3つ 目|よ、地域
の祭典やイベント
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～安全で安心なまちづくりは
地道な活動と継続から～

菊川警察署管内の地域安全推進員 (55人、うち女性13

人)の皆さん|よ、「自分たちの地域 |よ自分たちで守る」
という意識で、主に子どもを見守るパトロール、特殊サ

ギ被害防止キャンペーン、盗難防止対策の「カギかけ」

広報を中心とした防犯活動に日々頑張つて取り組んでい

ます。

毎朝く子ども達の登校を見守つてしヽる推進員さん |よ、
「いつてらっしゃい !」 の声掛けに対して、笑顔で返つ

てくる「しヽつてきます。しヽつもありがとう !」 のかわしヽ

らしい子ども達からの言葉のキヤッチボールが一番の楽
しみであり、生き甲斐だと語り、子ども達の安全は勿論
のこと、自らの健康維持にも繋がつてしヽると強く感じて

菊川警察署管内防犯協会

防犯指導員 牛木ひさ江

「サギ電話に気をつけて !」 の声かけと啓発品を配布し

て注意喚起をしています。また、依然としてサギ電話の

発生が後を絶たなしヽことから、女性部で編成の「おしえ

隊」 |よ、高齢者宅への戸別訪間を試みて、サギ電話がか

かつてしヽる現状を教えこむ事から始め、絶対に被害を出

さなしヽぞ !と しヽう意気込みで「不審な電話やサギ電話に

出なしヽで !」 「防犯機能付き電話機を活用して !」 と呼

びかけ、固定電話機の見直し等を薦めてしヽます。

これらの渚動を地域安全推進員の皆さんが、「継続 |よ

力なり」と自分達でできる事をコツコツと地味に続けて
「安全で安心な菊川・御前崎」に緊がるよう懸命に頑

張つてしヽる姿にただひたすら感謝しております。

私として|よ、高齢化が進んでしヽる推進員さんの健康を

第一に願つてお

り、今後も皆様

が無理なく、気

長に、楽しく活

動を進めていた

だけるように支

えていきたしヽと

思しヽます。

しヽるそうです。

特殊サギ被害

防止対策|よ、 8

地区 (4交 番、
4駐在所)の推
進員が、毎月

15日 に各地域
の金融機関やコ

ンピニ等の店舗

利用客を対象に、

「お
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隊
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(4) 静 防 連 だ よ り

全国地域安全運動・全国暴力追放運動に向けての

ポスター・標語・青パ ト活動写真の入選作品 (最優秀、優秀 )

(公社)静岡県防犯協会連合会 |よ、警察本部、静岡県暴力追放運動推進センターと共催で行われる「全国地域安全運動」と

「全国暴力追放運動」に向けてのポスター・標語・青パト活動写真を公募したところ、ポスター 37点、標語 501点、青パ
ト活動写真 23点の応募がありました。
6月 13日 (火 )、 審査委員会 (審査委員長 水嶋春彦県警生活安全部長)を開催し、入選作品を決定しました。入選作品に
つしヽて|よ、(公財 )全国防犯協会連合会・警察庁主催の全国コンクールに応募し、標語の部で全国優秀資を受賞しました。

(課題「様 な々幅広い世代が参加する防犯ボランティア活動～防犯ボランティアの据野の拡大と活性化を目指して」)

静岡市清水区 団体職員 藤 井有花 さん   藤枝順心高等学校3年 橋本摩耶 さん   藤枝順心高等学校3年 杉本美優 さん

(課題「暴力団排除の徹底～振り込め詐欺の「受け子」等にならないために」)

口国【厨珂ヨ「そのバイト 暴力回の 受け子かも」      下田市立下田中学校1年 勝亦 心さん

噸      
「知らぬまに 受け子になってる 闇バイト」    下田市立下田中学校1年 酒井琉希さん

園     「闇バイト 軽い気持ちで 重い罪」        静岡市立横内可学校6年
'H越

翔生くん

県立浜松湖北高等学校佐久間分校 2年 坂 口愛心 さん

「 抜 け られ ぬ  軽 く始 め た  闇 バ イ ト」      下田市立下田中学校3年 清水 あや乃 さん

(課題 青色回転灯等装備車の活躍)
「良く見たよ、今ならわたれるね!」 「桜咲く長尾川沿いの青パト」 「みまもり活動、気をつけて帰つてね」

磐田市 宮村博明さん 静岡市葵区 福責 稔さん 藤枝市 成島 実さん
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令和5年度「ヤング防犯ボランティア研修会」を開催
県警察本部と当防犯協会連合会|よ、 6月 24日 (土 )、 県庁別館会議室においてヤン
グ防犯ボランティア「しすおか・ぴ―す」に登録された大学生等 20人が参加した「令
不B5年度ヤング防犯ボランティア研修会」を開催しました。
研修 |よ、当防犯協会連合会の西村事務局長の挨拶に続き、「くらしの防犯伝導士」の

沖田八枝子講師を招しヽて「子どもと女性の安全対策を考えてみよう」と題した講義、

県警察本部生活安全企画課若林課長補佐からの防犯に関する基礎講義が行われました。

★当協会では、事業の推進をど支援していただ
ける賛助会員の皆様を募集しています。
★年会費
企業・団体会員様 5万円(1口 )
個人会員様    1万 円(1口 )
*詳しくは、当協会本―ムベージをご覧下さい。
(公社)静岡県防必E協会ホームページ

★賛助会員の募集★

本会の活動にご賛同、ご支援をいただいている

公益社団法人静岡県防犯協会連合会賛助会員の皆様方です。

静岡県農協暴力防犯姑策協議会様(静岡市)   (15団
体、4人)

静岡県質屋協同組合様(富士宮市)     古屋達男様 (静岡市)
静岡県中古自動車販売協会様(静岡市)
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